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１  

序
論

　

グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
通
じ
て
都

市
と
農
村
の
交
流
や
協
力
を
推
進
す

る
こ
と
は
、
日
本
の
茶
の
生
産
を
促
進

す
る
う
え
で
も
重
要
で
あ
る
。
近

年
の
日
本
の
茶
の
生
産
量
は
世
界
第

８
位
、
２
％
を
生
産
し
て
い
る
が
、
生

産
量
は
１
９
７
０
年
代
が
ピ
ー
ク
で
あ

り
、
２
０
０
０
年
代
の
中
頃
以
後
は
少

し
ず
つ
減
少
し
て
い
る
。
減
少
の
原
因

の
一つ
は
、
茶
の
生
産
農
家
の
高
齢
化

と
、
若
い
世
代
に
と
っ
て
茶
を
飲
む
こ

と
が
時
代
遅
れ
に
な
り
つ
つ
あ
る
こ
と

で
あ
る
。
国
際
社
会
か
ら
の
日
本
の

茶
に
対
す
る
関
心
は
高
ま
っ
て
き
て
お

り
、
衰
退
し
て
い
る
日
本
の
茶
産
業
の

解
決
策
に
つ
な
が
る
か
も
知
れ
な
い
。

海
外
か
ら
の
観
光
客
に
対
し
て
、
日

本
の
茶
生
産
地
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
ー
の
観
光

を
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
す
る
こ
と
が
、
グ
リ

ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
戦
略
に
な
り
え

５
ヶ
国
の
内
、
タ
イ
は
東
南
ア
ジ
ア
唯
一の
国
で
、
日
本
を
訪
れ
る

観
光
客
が
最
も
多
い
。
ま
た
、
２
０
１
６
年
に
日
本
を
訪
れ
た
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
客
市
場
の
ニ
ー
ズ
の
検
証
を
目
指
し
た
、「
日
本
ブ

ラ
ン
ド
」に
関
す
る
20
ヶ
国
４
０
０
０
件
の
外
国
人
の
心
象
の
中
で
、

タ
イ
は
日
本
を
好
む
観
光
客
一
番
と
い
う
結
果
で
あ
る
。

　

タ
イ
国
籍
者
５
０
０
人
を
対
象
と
し
た
J
T
B
の
オ
ン
ラ
イ
ン

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
よ
れ
ば
、
69
％
の
回
答
者
が
日
本
に
来
た
経

験
が
あ
る
と
い
う
。
観
光
客
と
し
て一
番
し
た
い
こ
と
は
食
事
で
あ

る
が
、
リ
ピ
ー
ト
の
観
光
客
は
日
本
の
伝
統
文
化
の
経
験
を
望
ん

で
い
る
。
タ
イ
の
男
性
は
観
光
と
温
泉
で
の
リ
ラ
ッ
ク
ス
を
好
む
が
、

女
性
は
シ
ョッ
ピ
ン
グ
に
熱
心
で
あ
る
。
観
光
の
内
容
と
し
て
は
、

日
本
の
日
常
生
活
に
触
れ
る
こ
と
が
最
も
望
ま
れ
（
64.

２
％
）、

地
方
で
の
宿
泊
（
59.

６
％
）、
地
方
の
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
ー
参
加

（
43.

０
％
）
が
続
く
。
こ
の
結
果
が
示
し
て
い
る
の
は
、
日
本
を
複

数
回
訪
れ
る
タ
イ
の
観
光
客
は
比
較
的
多
く
、
観
光
ア
ク
テ
ィ
ビ

テ
ィ
ー
や
消
費
は
食
べ
物
や
伝
統
文
化
、
温
泉
や
シ
ョッ
ピ
ン
グ
で

あ
り
、
他
の
ア
ジ
ア
国
籍
の
観
光
客
と
あ
ま
り
変
わ
ら
な
い
。

　

し
か
し
、
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
観
点
か
ら
見
る
と
、
都
市

と
農
村
の
人
々
の
交
流
は
、
日
本
の
国
全
体
の
経
済
に
と
っ
て
も
地

方
経
済
に
と
っ
て
も
非
常
に
重
要
な
、
国
内
観
光
を
優
先
し
て
デ

ザ
イ
ン
さ
れ
て
い
る
。
外
国
人
観
光
客
と
地
方
の
農
家
と
の
交
流

を
主
眼
と
し
た
日
本
で
の
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
目
的
地
は
比

る
の
で
あ
る
。
田
原
地
区
は
日
本
の
農
家
と
タ
イ
の
観
光
客
の
交

流
の一
例
で
あ
る
。
茶
文
化
の
商
品
化
と
い
う
概
念
に
よ
っ
て
、
日

本
茶
の
煎
れ
方
や
茶
料
理
は
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
体
験
に
参

加
す
る
手
法
と
し
て
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

２   

日
本
の
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
市
場

：
タ
イ
の
観
光
客
の
ケ
ー
ス

　

海
外
か
ら
の
観
光
客
が
多
く
訪
れ
る
よ
う
に
な
り
、
今
や
観
光

は
21
世
紀
を
展
望
す
る
日
本
の
重
要
な
産
業
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の

観
光
客
の
増
加
は
２
０
０
３
年
の
「
ビ
ジ
ッ
ト
ジ
ャ
パ
ン
」
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
を
起
因
と
し
て
い
て
、
２
０
１
０
年
に
海
外
か
ら
の
観
光
客
を

１
千
万
人
に
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
た
。
リ
ピ
ー
ト
す
る
観
光

客
が
増
え
た
こ
と
と
、
地
域
の
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
ー
が
観
光
振
興
を
進

め
た
こ
と
で
、
海
外
か
ら
の
観
光
客
が
地
方
都
市
を
訪
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
。

　

国
際
観
光
振
興
機
構
に
よ
れ
ば
、
２
０
１
６
年
に
日
本
に
来
た

タ
イ
の
観
光
客
は
90
万
人
で
、
各
国
と
比
較
す
る
と
６
位
で
あ
り
、

中
国
（
６
３
７
万
人
）、
韓
国
（
５
０
９
万
人
）、
台
湾
（
４
１
６
万

人
）、
香
港
（
１
８
３
万
人
）、
米
国
（
１
２
４
万
人
）
に
続
く
。

タ
イ
か
ら
の
観
光
客
は
全
体
の
４
％
で
、
こ
の
６
ヶ
国
が
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
観
光
客
の
大
半
を
占
め
て
い
る
。
ア
ジ
ア
か
ら
の
旅
客
の
ト
ッ
プ

較
的
少
な
く
、
言
語
の
バ
リ
ア
な
ど
が
障
害
に
な
っ
て
い
る
。
日
本

の
茶
の
栽
培
地
域
で
の
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
で
も
同
様
で
あ
る
。

事
実
、
外
国
人
観
光
客
は
都
市
滞
在
が
前
提
と
さ
れ
て
い
て
、
日

本
に
来
て
い
る
間
、
ほ
と
ん
ど
都
市
の
宿
泊
施
設
に
滞
在
し
て
い

る
。
と
は
い
え
、
都
市
の
観
光
客
で
も
リ
ピ
ー
ト
の
客
は
地
方
で
の

ユ
ニ
ー
ク
な
体
験
を
好
む
傾
向
に
あ
る
。

　

し
た
が
っ
て
、
茶
に
関
す
る
知
識
や
経
験
を
交
換
す
る
こ
と
は
、

日
本
の
茶
文
化
に
関
心
の
あ
る
観
光
客
に
と
っ
て
魅
力
的
な
の
で
は

な
い
か
。
観
光
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
視
点
か
ら
す
れ
ば
、
ア
ロ
セ
ン
ト

リ
ッ
ク
・
ツ
ー
リ
ス
ト
と
呼
ば
れ
る
人
々
で
、
観
光
戦
略
で
は
ニッ
チ

市
場
の
主
要
な
タ
ー
ゲ
ッ
ト
集
団
で
あ
る
。
ア
ロ
セ
ン
ト
リ
ッ
ク
・
ツ

ー
リ
ス
ト
は
特
別
な
経
験
を
求
め
、
都
市
の
シ
ョッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
の

よ
う
な
サ
イ
コ
セ
ン
ト
リ
ッ
ク
・
ツ
ー
リ
ス
ト
あ
る
い
は
マ
ス
・
ツ
ー
リ

ス
ト
で
混
雑
す
る
場
所
を
避
け
る
。
し
た
が
っ
て
、
茶
栽
培
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
の
観
光
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
は
少
人
数
の
ス
ペ
シ
ャ
ル
・
イ
ン
タ
レ

ス
ト
集
団
で
あ
る
。

　

観
光
客
の
行
動
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
で
も
述
べ
た
よ
う
に
、
タ

イ
か
ら
の
リ
ピ
ー
ト
観
光
客
は
食
事
や
日
本
伝
統
文
化
体
験
を
強

く
望
ん
で
い
る
。
日
本
茶
を
煎
れ
た
り
、
茶
の
料
理
を
提
供
し
た

り
す
る
こ
と
は
、
体
験
交
流
の
理
想
的
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
る
。
こ

の
考
え
方
が
、
奈
良
の
大
和
茶
栽
培
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
ー
の
田
原
地
区

に
当
て
は
め
ら
れ
た
。

お茶と観光
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３   
日
本
茶
の
淹
れ
方
と
茶
料
理

　

第
３
章
で
述
べ
た
よ
う
に
、
日
本
の
都
市
部
の
茶
文
化
は
15
世

紀
に
起
こ
っ
た
「
茶
の
湯
」
が
中
心
で
あ
る
。
し
か
し
、
観
光
客

に
対
し
て
、
地
方
の
日
常
的
な
茶
を
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
す
る

場
合
、
煎
茶
道
が
適
し
て
い
る
。
煎
茶
道
は
、
玉
露
の
よ
う
な
高

品
質
の
日
本
茶
の
香
り
を
重
ん
じ
る
茶
の
淹
れ
方
で
あ
る
。
こ
の

方
法
は
同
じ
茶
葉
を
使
っ
て
何
度
か
抽
出
し
、
そ
れ
ぞ
れ
違
っ
た

香
り
を
楽
し
む
。
煎
茶
道
の
手
順
は
、
観
光
客
に
は
学
び
や
す
い

実
践
的
な
技
術
で
あ
る
。
主
な
手
順
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

１
．�

急
須
や
そ
の
他
の
茶
道
具
を
温
め
て
準
備
す
る
。

２
．�

温
め
た
急
須
に
煎
茶
の
茶
葉
（
小
さ
じ
１
杯
か
ら
２
杯
）
を
入

れ
る
。

３
．�

約
70
度
の
お
湯
を
煎
茶
に
注
ぐ
。
あ
る
い
は
茶
葉
に
注
ぐ
前
に

茶
器
に
注
い
で
冷
ま
す
。

４
．�

約
30
秒
待
つ
。
茶
葉
が
蒸
れ
て
い
な
い
の
で
最
初
の
抽
出
は
最

も
長
い
。
急
須
か
ら
茶
器
に
茶
を
注
ぐ
。
何
人
か
の
客
に
入
れ

る
と
き
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
茶
器
に
同
じ
量
が
注
が
れ
る
よ
う
に
、

少
し
ず
つ
注
ぐ
。

５
．�

茶
を
味
わ
っ
て
、
次
の
抽
出
を
同
様
に
始
め
る
。
２
煎
目
か
ら

は
時
間
を
短
く
。

　

茶
は
飲
料
だ
け
で
な
く
、
何
種
類
も
の
調
理
方
法
で
食
材
と
し

て
も
使
用
さ
れ
、
使
用
さ
れ
る
茶
は
生
茶
葉
、
加
工
さ
れ
た
茶
葉
、

抹
茶
な
ど
の
粉
砕
さ
れ
た
茶
、
抽
出
さ
れ
た
茶
な
ど
で
あ
る
。
例

え
ば
、
揚
げ
た
り
蒸
し
た
り
し
た
中
国
の
茶
料
理
、
北
部
タ
イ
の

「
ミ
ヤ
ン
」
と
呼
ば
れ
る
茶
葉
の
漬
物
、
そ
し
て
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
後

発
酵
茶
「
ラ
ペ
ソ
ー
」
は
サ
ラ
ダ
に
使
わ
れ
る
。
日
本
で
は
、
茶
の

食
材
は
伝
統
料
理
で
も
創
作
メ
ニュ
ー
で
も
使
わ
れ
る
。
日
本
の
茶

料
理
は
茶
飯
、
茶
粥
、
お
茶
漬
け
が
知
ら
れ
て
い
る
。
最
近
の
日

本
の
茶
料
理
に
は
茶
蕎
麦
や
、
茶
の
パ
ン
、
茶
の
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
、

茶
飴
、
茶
の
菓
子
な
ど
い
ろ
い
ろ
あ
る
。
茶
は
料
理
の
材
料
に
も

な
る
が
、
食
肉
や
魚
に
は
合
わ
な
い
。
加
熱
す
れ
ば
、
茶
は
食
肉

や
魚
を
柔
ら
か
く
し
、
臭
い
を
と
る
。
し
た
が
っ
て
、
茶
料
理
は

穀
物
や
野
菜
を
使
っ
て
調
理
さ
れ
、
抹
茶
を
使
っ
た
ス
イ
ー
ツ
も
人

気
が
あ
り
、
例
え
ば
、
タ
イ
の
創
作
料
理
の
グ
リ
ー
ン
テ
ィ
ー
に
デ

ィ
ッ
プ
し
た
ド
ラ
イ
バ
ナ
ナ
が
あ
る
。

　

タ
イ
北
部
で
は
、
茶
料
理
の
定
番
が
「
ヤ
ム
・
バ
イ
・
ミ
ヤ
ン
」

と
呼
ば
れ
る
そ
の
地
方
の
サ
ラ
ダ
で
あ
り
、
茶
葉
漬
物
の
サ
ラ
ダ
と

生
茶
葉
の
サ
ラ
ダ
の
２
通
り
の
調
理
法
が
あ
る
。
い
ず
れ
の
サ
ラ
ダ

も
、
無
農
薬
の
野
生
の
茶
か
ア
ッ
サ
ム
種
で
作
ら
れ
る
。
ど
ち
ら
の

サ
ラ
ダ
の
材
料
も
同
じ
で
、
茶
葉
の
漬
物
ま
た
は
、
生
の
茶
葉
、
エ

シ
ャ
ロッ
ト
、
チ
リ
、
ナ
ン
プ
ラ
ー
、
レ
モ
ン
、
砂
糖
、
サ
ー
デ
ィ
ン
の

ト
マ
ト
ソ
ー
ス
漬
け
（
好
み
で
）、
ク
リ
ス
ピ
ー
ポ
ー
ク
ス
キ
ン
（
好

み
で
）な
ど
で
あ
る
。
タ
イ
の
茶
サ
ラ
ダ
の
調
理
手
順
は
次
の
通
り
。

遊
茶
庵
」
へ
摘
ん
だ
新
茶
を
持
っ
て
行
っ
て
ラ
ン
チ
の
メ
ニュ
ー
を
考

案
し
た
。
タ
イ
の
ゲ
ス
ト
は
日
本
の
ホ
ス
ト
に
「
ヤ
ム
・
バ
イ
・
ミ
ヤ

ン
」
の
作
り
方
を
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
し
、
茶
葉
の
漬
物
と
生

茶
葉
で
２
種
類
の
茶
サ
ラ
ダ
を
調
理
し
た
（
図
２
）。

　

日
本
人
ホ
ス
ト
の
竹
西
さ
ん
も
同
じ
よ
う
に
、
日
本
の
ヒ
ュ
ー
ジ

ョ
ン
茶
料
理
を
振
舞
っ
た
。
例
え
ば
、
ほ
う
じ
茶
と
雑
穀
の
蒸
し

１
．�

茶
葉
の
漬
物
ま
た
は
生
の
茶
葉
を
３
〜
５
ミ
リ
に
刻
む
。
チ
リ

や
エ
シ
ャ
ロ
ッ
ト
も
同
様
に
。

２
．�

刻
ん
だ
チ
リ
と
エ
シ
ャ
ロ
ッ
ト
を
ナ
ン
プ
ラ
ー
、
砂
糖
、
レ
モ
ン
ジ

ュ
ー
ス
と
混
ぜ
て
薬
味
ソ
ー
ス
を
作
る
。

３
．�

薬
味
ソ
ー
ス
の
ボ
ー
ル
に
刻
ん
で
お
い
た
茶
葉
を
入
れ
、
サ
ー
デ

ィ
ン
の
ト
マ
ト
ソ
ー
ス
漬
け
と
混
ぜ
る
。

４
．�

ク
リ
ス
ピ
ー
ポ
ー
ク
ス
キ
ン
を
ト
ッ
ピ
ン
グ
し
て
出
来
上
が
り
。

４   

田
原
の
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
：
茶
農
家
交
流

　

茶
の
淹
れ
方
や
茶
料
理
の
知
識
が
田
原
の
茶
農
家
交
流
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
で
用
い
ら
れ
た
。
２
０
１
７
年
10
月
17
日
か
ら
18
日
に
、
タ

イ
の
フ
エ
イ
・
ナ
ム
・
グ
ー
ン
村
の
４
人
の
茶
生
産
者
と
チ
ェン
ラ
イ

県
の
メ
ー
フ
ァ
ー
ル
ア
ン
大
学
茶
業
研
究
所
の
茶
研
究
者
が
、
和

歌
山
大
学
国
際
観
光
学
研
究
セ
ン
タ
ー
（
C
T
R
）
が
計
画
し

た
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
し
た
。
こ
の
交
流
活
動
は
、
ホ
ス
ト
と
ゲ
ス

ト
間
の
農
業
や
食
品
に
関
す
る
知
識
や
経
験
の
交
換
や
移
譲
を

主
眼
と
す
る
日
本
の
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
考
え
方
に
基
づ
く

も
の
で
あ
っ
た
。

　

活
動
の
初
日
は
「
原
木
し
い
た
け
園
宮
中
」
の
訪
問
で
始
ま
っ

た
。
そ
し
て
、「
田
原
東
雲
共
同
製
茶
工
場
」
で
茶
の
加
工
を
視

察
し
、
オ
ー
ガ
ニッ
ク
茶
園
の
「
田
原
自
然
農
園
」
で
新
茶
摘
み

を
し
た
（
図
１
）。
そ
の
後
、
農
家
レ
ス
ト
ラ
ン
の
「
竹
西
農
園　

図１　しいたけ農園と茶加工工場の訪問
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観
光
客
は
農
家
の
方
に
話
し
か
け
て
、
出
さ
れ
た
料
理
に
つ
い
て
学

ぶ
こ
と
が
で
き
る
。

　

ラ
ン
チ
の
後
、
日
本
人
ホ
ス
ト
の
佐
和
さ
ん
が
田
原
で
作
ら
れ
た

煎
茶
を
淹
れ
て
、
お
い
し
い
日
本
緑
茶
の
淹
れ
方
を
教
え
て
く
れ

た
。
ま
た
、
竹
西
さ
ん
は
タ
イ
の
グ
ル
ー
プ
に
日
本
の
茶
の
テ
イ
ス

テ
ィ
ン
グ
伝
統
ゲ
ー
ム
（
茶ち

ゃ
か
ぶ
き

香
服
）
を
紹
介
し
た
。
お
茶
の
時
間
に

は
、
タ
イ
の
農
家
の
人
た
ち
が
フ
エ
イ
・
ナ
ム
・
グ
ー
ン
村
の
「
五

色
の
茶
」
と
呼
ば
れ
る
茶
を
淹
れ
た
。
２
日
目
に
、
タ
イ
の
グ
ル

ー
プ
は
再
度
田
原
地
区
を
訪
問
し
、
茶
の
空
間
や
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
ー

を
巡
っ
て
、
残
り
の
魅
力
に
触
れ
る
観
光
を
し
た
。
自
転
車
に
乗

っ
て
、
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
ー
の
「
田
原
や
ま
里
市
場
」
か
ら
、「
窪
田
リ

ン
ゴ
園
」
へ
行
っ
て
オ
ー
ガ
ニッ
ク
リ
ン
ゴ
を
摘
み
、
茶
の
丘
に
あ
る

遺
跡
「
太
安
萬
侶
墓
」
を
訪
れ
た
の
で
あ
る
（
図
４
）。

　

こ
の
交
換
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
し
た
茶
農
家
グ
ル
ー
プ
の
来
訪

の
後
、
田
原
は
他
に
３
グ
ル
ー
プ
の
タ
イ
の
観
光
客
を
迎
え
、

２
０
１
７
年
の
６
月
か
ら
11
月
の
間
に
40
人
が
田
原
を
訪
れ
た
。

タ
イ
の
観
光
客
の
田
原
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
が
、
和
歌

山
大
学
国
際
観
光
学
研
究
所
の
進
め
る
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
反

映
さ
れ
て
い
る
。

５   

結
論

　

グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
考
え
方
に
則
っ
て
都
市
農
村
コ
ミ
ュニ
テ

ィ
ー
の
交
流
を
振
興
す
る
こ
と
は
、
地
域
市
場
だ
け
で
な
く
、
近

年
の
外
国
人
観
光
客
に
よ
る
地
方
観
光
へ
の
要
望
の
高
ま
り
を
受

け
た
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
に
も
焦
点
を
当
て
る
こ
と
に
も
な
っ
た
。

し
た
が
っ
て
、
外
国
人
観
光
客
に
向
け
て
の
日
本
の
茶
の
コ
ミ
ュニ
テ

ィ
ー
観
光
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
は
、
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
振
興

に
有
効
な
手
段
で
あ
る
と
い
え
る
。
タ
イ
の
観
光
客
に
向
け
て
、

茶
の
煎
れ
方
や
茶
料
理
を
振
舞
う
交
換
活
動
は
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー

リ
ズ
ム
の
戦
略
の
一つ
で
あ
る
。
日
本
と
タ
イ
の
農
家
の
交
流
か
ら

得
ら
れ
た
知
識
や
経
験
は
、教
育
や
茶
関
連
の
実
業
界
に
寄
与
し
、

茶
業
の
回
復
を
活
性
化
す
る
の
で
あ
る
。

（
カ
ウ
ク
ル
ア
ム
ア
ン　

ア
ム
ナ
ー
）

（
翻
訳
者
：
た
け
は
な　

け
い
こ
）

茶
飯
、
厚
揚
げ
の
刻
み
エ
ビ
と
茶
葉
餡
か
け
、
焼
茶
プ
リ
ン
な
ど

で
あ
る
（
図
３
）。
こ
の
レ
ス
ト
ラ
ン
の
日
本
の
茶
料
理
は
、
椎
茸
の

よ
う
な
地
域
の
季
節
の
食
材
や
、
田
原
自
然
農
園
の
オ
ー
ガ
ニッ
ク

野
菜
を
使
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
メ
ニュ
ー
な
し
で
ラ
ン
チ
の
コ
ー
ス

が
２
時
間
か
か
る
。
観
光
客
は
料
理
が
出
さ
れ
る
間
合
い
に
驚
嘆

す
る
だ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
ス
タ
イ
ル
で
食
事
が
出
さ
れ
る
の
で
、図４　茶の煎れ方の交換体験と茶園周辺の観光

図３　日本の茶料理を体験

図２　北部タイの茶サラダの調理


